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-3名の隊員が宮前小学校で出前講座―

2月 13日 (月 )さ いたま市立宮前小学校におい

て、今年初めての出前講座が開かれました。学校

からの強い希望で、今回は 3名の協力隊、シニア

隊員が派遣されました。 6年生 4学級を 3グルー

プに分け、講師のいるそれぞれの会場を30分 ごと

に児童のグループが回り、すべての児童が 3人の

話を聞く、という企画でした。

結果は大好評。皆真剣に聞き入り、なんども頷

く子供たちの輝く目が印象的でした。

後日、6年生全員が書いた「感動のメッセージ

集」が、講師のもとに送られてきました。

■今泉智子 (と しこ)さ ん

(青年海外協力隊 20年度 4次隊 ガーナ

PCインストラクター)

―もし、文字が読めなかったら一

チョコレー トでなじみの深い国ガーナ。その、

甘い印象とは異なるガーナの子供たちの生活を得

意の映像資料と巧みな話術で説明し、児童を、異

文化に引き込んでいきました。 文字を読み書き

できない人の割合を提示し、「なぜ学校にいけない

んだろうJ「 もし文字が読めなかったら」など、児

童に考えさせる質問を投げかけたあと、家庭を支

えるために水くみなど、子供たちが懸命に働かな

くてはならないとの説明に、児童たちは、自分た

ちの生活を重ねあわせ、感心していました。話が

終わると、いつまでもたくさんの質問の手が挙

がっていました。
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■武田実奈さん

(青年海外協力隊 21年度 1次隊 ベナン 保健師)

一苦 しくない。皆、村を誇 りに思 う一

民族衣装で現れた講師の姿にびっくりした児童

は、次々に示されるベナンの子供たちの状況を説

明する武田さんの真剣な語 り口に、未知の国だつ

たベナンの田舎町に引き込まれていきました。

マラリア感染者が多く、「5歳までに亡くなる子

供たちの割合は、約 12%」 との話に、なぜ ?と の

つぶやき。「病院が遠く、薬も身近にない、病気に

対する知識が不足している。医療技術が低い…」

との説明に驚きの顔。このような中、蚊帳の普及、

手洗いの指導など、村の生活を改善しようと努力

した武田さんの語 りに、児童の目は、驚きから感

動へと変わっていきました。村を離れる時、子供

たちは、「生活は苦しくない。自分たちは、皆村を

誇りに思う」と明るく自慢し、元気にダンスを披

露してくれたそうです。
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■比企紀和さん

(シエア海外ボランティア

20年度 4次隊 インドネシア 観光業)

一 日本 を とて も尊敬 して いる人 々 一

スラウェシ島マカッサルの魅力を十分に伝えた

異文化理解の30分でした。

住民の 9割以上がイスラム教徒。朝の4時 30分

にはお祈りの声が町に響き、 5時には、出勤。鉄

道がなく、交通手段は、バイク、ペテペテと呼ば

れるミニバス、そしてt車は、すべて日本製。ス

ペイン統治時代のお城の跡が映画の 1シーンのよ

うに浮かび上がりました。

さすが観光のプロ。映像を駆使 してのコマー

シャルにうっとりとした児童に、でも、困つたこ

ともあったよ、とほほえみます。

「時間に遅れてもケロリとしていてね」。ものに

こだわらない人々は、人なつこく親切で、 日本に

好意を持ち、とても尊敬しているのだそうです。

比企さんの活躍で、ますます日本びいきが増え

たのではないでしょうか。

●子供たちから届いた感動のメッセージ

今泉先生へ

一国 と国が つなが る こ とは … 一

■私は、今泉先生みたいな青年海外協力隊になっ

て、ガーナやいろいろな人々を助けていきたいで

す。 ■とても興味が持てました。自分でガーナに

ついて調べてみようという気持ちもでました。

日現地の人々が苦労してつくったカカオのチョコ

レートを(私たちは)食べていることがわかりました。

■学校に行けず、働いている子供たちがいると知

り、びっくりしました。 ■国と国がつながること

は、「人」にとって大きな一歩だと思います。

武田先生へ

― JICAは、正義の ヒーローみたい一

■笑顔の絶えない貧しさにも負けないという感じ

が伝わりました。日本は、豊かなんだと思いまし

た。 ■小さな命を助けられるように、たくさんの

支援をできるようにがんばって行こうと思いまし

た。 ■」ICAは、正義のヒーローみたいで、かつ

こよかった。ぼ くも、ЛCAに あこがれた。 ■日

本の暮らしが当たり前だけど、大変なくらしをし

ている人たちも世界には、たくさんいることがわ

かりました。 ■他の国と手を取り合って平和な世

界をつくっていきたいと思いました。

比企先生へ

一ぼくも、海外で活躍 したい一

■(イ ンドネシアの)良 さが、先生を通してわかり

ました。 ■発展途上国の今を教えてくれたおかげ

で、私もお手伝いしたいと思いました。 ■たくさ

んの実体験や日本との違いを知ることができて楽

しく学ぶことができました。 ■僕も、この仕事を

やってみたいと思いました。 ■青年海外協力隊が

どのような仕事をしているのか、外国と日本の生

活はどのように違うかなど、とても分かりやすく

伝わりました。今まで聞いたこともなかった青年

海外協力隊に少しでも興味を持つことができまし

た。 ■青年海外協力隊のように、ぼくも、海外で

活躍したいと思いました。 ■青年海外協力隊つて、

すばらしいなと思いました。

● 3月 14日 付の「埼玉新聞」地域版にも掲載され

ました。

今後ますます、青年海外協力隊に対する理解が

深まることで しょう。 (小島章裕)

平成 24年 3月 14日 (水 )午後 7時から8時まで

開催されました。出前先はさいたま市の大宮シ

ティロータリークラブ (伊藤 悟会長 会員数 66

名)です。講師は樋日暁子氏 シエアボランティ

ア 19年度 4次隊 モロッコ派遣職種・料理。開

催場所は大宮区のラフォーレ清水園で大宮シティ

ロータリークラブの例会でした。

●最初フランス語の挨拶を覚えるのは大変でした

が現地に赴任して思ったのは、言葉は生活の中で

体験していき必要な単語を覚えていけば困りませ

んでした。

蓮田で生まれ育ち現在 67歳。市長になった時

は 53歳でした。当時女性の市長は芦屋の市長く

らいしかいませんでした。芦屋市長には子どもを

愛し、人を愛せる人なら出来る仕事だと言われま



した。女性市長ということで市民が行政に関われ

るという意識改革ができたと思います。人を幸福

にするための行政でなければなりません。

又、何故私がシエアボランティアに参加したか

と言うと、市長を引退した後、自分の目線で展開

できるものに挑戦したいと思ったからです。

以前、料理ボランティアの活動をしていたので

モロッコで料理というボランティアに応募しまし

た。言葉も儘ならないまま飛び込んだのは本当に

大変でしたがその大変さがなんと心地よいことか

…皆さんに伝えたいです。一つ一つ体当た りで

やってきたことに物凄い喜びがあって、そういう

率直な喜びは日本ではなかなか感じられません。

もうひとつ感じたのはあちらの人達の素朴な優し

さ、混じりっけのない人の気持ちが,い に響きました。

食文化というのはなかなか理解して貰いにくい

ものです。モロッコではお米は野菜の一つ、海藻

は食べる文化がないので海苔を食べません。モ

ロッコの味は刺激の強いものや肉食文化です。

世界では今、大国の大統領が替る直前です。日

本でも新しい形、文化を作っていくチャンスです。

是非皆さんも大きな力を出していただいて、未来

に向けてこの国を誇れるようにしていってもらい

たいものです。

●市長の

経験 とボラ

ンティアの

経験を熱 く

語 られまし

た。 ロータ

リークラブ

の会員も」

ICAの シ

ニアボランティアの活動を大いに理解された様で

した。最後に伊藤会長より交通費の提供がありま

したが震災の被災地へ寄付して下さいということ

★平成 23年度壮行会
■ 3次隊壮行会

2011年 12月 15日 (木 )

さいたま商工会議所会館 lFホール

穏やかな師走の午後、青年海外協力隊及びシニ

ア海外ボランティアの 23年度 3次隊壮行会が行

われました。今回はシエア隊員4名 を含む 11名 の

隊員がベ トナムやジャマイカ、スリランカ、ウガ

ンダなど合計 11の 国々へ派遣されます。星野和

央会長から、育てる会の役割や支援活動について

説明があり、隊員の皆さんに対しては、国際的視

点を持って活動してきて欲しいという希望が述べ

られました。

また、来賓として、」ICA広尾センターの橋口

道代次長、埼玉県国際課の瀧澤剛主査、(社)協力

隊を育てる会の菊池威臣支援 。事業課長から激励

の言葉がありました。その後、隊員たちの自己紹

介があり、それぞれが現地に持って行きたいもの、

持って帰りたいものなどについて熱い思いが表明

されました。

ザ

歓談の後は、隊員 OBか ら激励の言葉があり、

家族からも期待と不安の入 り混じった感想が述べ

られました。隊員同士で顔を合わせることは今回

が最後となります。隊員、家族の記念撮影の後は、

互いに連絡先を交換したり、それぞれの赴任先の

国や仕事についての話に花が咲き、名残惜しさを

笙

‐

―

r

―

でまたまた感激いたしました。 (濱野英美)  感じながら会を終えました。 (中 島美都里)



■ 4次隊壮行会

2012年3月 13日 (火 )

さいたま商工会議所会館 lFホール

当会と協力隊OB会、シエア海外ボランティア

経験者、そして御家族の24名が、10人の隊員を

迎えて開催されました。隊員は一人一人、「自分の

持つ技術などを現地の人に伝え根付かせたい、帰

国後は赴任国と日本の架け橋となりたい」と、将に

草の根外交官としての抱負を強く語つてくれまし

た。頼もしい隊員の言葉に、激励する筈の我々が

逆に勉強させ られ、元気をもらったような感じが

しました。懇談の中でも言葉の壁などいろいろな

困難が待ち受けていることは承知の上で、「自然体

で任地の人たちの中に溶け込んでいきたいJと

語つてくれたのが印象に残りました。 2年後大き

く成長した彼ら彼女らに会えるのが楽しみです。

ケニア、ルワンダ、ボツワナ、 トンガ、マラ

ウィ、パプアニューギニア、モンゴル、バングラ

デシュの8か国。義肢装具士、薬剤師、感染症対

策、自動車整備、プログラムオフィサーなどいろ

いろな分野の精鋭です。      (大 原 薫)

■本橋千愛 (所沢市)

22年度 1次隊 パラグァイ 理数科教師

みなさん、こんにちは。青年海外協力隊として

パラグァイ共和国に赴任し、約 1年 3か 月が経過

しました。日本を離れ、異なった環境でチャレン

ジさせてもらっていること、家族や仲間をはじめ、

多くの方々に感謝しています。ここでの生活や活

動のことなどをご報告し、レポー トを通して、皆

さんと経験を共有できたら嬉しいです。

パラグァイは南米大陸ほぼ中央に位置し、【南米

のへそ】と言われています。亜熱帯気候に属し、

農牧業、牧畜業を主要産業としています。スペイ

ンの植民地だったため、原住民の言葉 :グ ァラニー

語と共に、スペイン語が公用語です。ここに暮 ら

す約 630万人の人々 (移住者 /日 系人が約 7千人)

は、大多数がカ トリック。人柄はとても大らかで

温かく、人と人とのつながりをとても大事にして

います。国民の大好きなスポーツはサ ッカー。

2010年のサッカーワール ドカップでは日本代表

と対戦し、盛り上がりましたね。近年のパラグァ

イは高い経済成長率を記録していますが、国民間

にかなりの経済格差があることは事実です。

学校の朝礼の様子です

私は、平成 22年 の 6月 に、パラグァイの南東

部に位置するマリアアウシリアドーラ市内の半官

半民の学校に配属になりました。主な目的は、①

現地の先生方の授業方法の改善 ②子どもたちの

算数 /数学の学力向上 です。パラグァイでは黒板

の内容を写すだけ といった (子 どもたちにとっ

て)受身の授業が主流であり、授業中に、自ら考

える/その考えを発表する/友達と意見を交換す

るという場面が極端に少ないのです。また、カリ

キュラム (教育課程)やその内容もやや複雑なた

め、子どもたちの算数嫌いが進んでしまっている

のが現状です。

“や制



パラグァイの学校は 2部制 (午前 7時～ 11時
,

午後 1時～ 5時)です。私の毎日の活動は、この

8時間のうちで小学校 1～ 6年生までの算数の授

業に関わり、①先生方の授業を観察し、気付いた

ことを助言すること。合わせて子どもたちの学習

の補助をすること ②先生の希望があれば、直接子

どもたちに授業をすること です。授業以外の時

間では、 日本の文化を紹介したり (折 り紙やひら

がななどの文字など)、 休み時間に子どもたちと一

緒に遊んだりしています。学校外では、先生方を

対象とする算数講習会を実施したり、 日系社会の

イベントに参加したりもしています。今度お祭 り

でソーラン節を披露することにもなっています。

パラグァイ派遣中の算数分野隊員と協力し、現地の先生方向け

の講習会を行ったときの様子です

残す任期も6か月弱となりました。【日本流】を

そのまま 【パラグァイ流】にする ということは難

しいため、パラグァイに合った算数教育を日々模

索する中で、力不足を痛感する毎日です。しかし、

お世話になっているパラグァイの方々の為にも、

自分にできることを見つけ、実行し、活動をもっ

と充実したものにしたいと思います。そして、共

に活動することで 私 自身も成長して帰国できる

よう がんば ります。

■高杉惇喜 (上尾市)

21年度 3次隊 パプアニューギニア 日本語教師

私が住んでいるのはパプアニューギニアのアイ

タベという小さな町です。アイタベはニューギニ

ア本島北部サンダウン州にあります。移動手段は、

飛行機がないため、首都から隣町ウェワクまで飛

行機で行き、そこから車ででこぼこ砂利道を8時

間の所にあります。インフラが整っていないので、

食糧や日用品は手に入 りにくいですが、人々の優

しさ、温かさがとても魅力的な町です。そこのセ

ントイグナシウス高校の 11年生と12年生に選択

で日本語を教えています。

授業内容は日本語の会話、 日本文化紹介、 日本

の歌などを教えています。この国の人たちは時間

を守る習慣がまだないため、先生も生徒ものんび

りしています。40分授業も実質20分 くらいしかで

きません。しかし、授業に来れば高いモチベーショ

ンで一生懸命 日本語を勉強するので、毎日のんび

り楽しく授業をしています。

活動の集大成として今年の 9月 には当校で隣町

のメルシー高校とスピーチコンテス トを開催しま

した。このコンテス トで生徒達は日本語スピーチ

だけでなく、 日本の歌 「翼をください」「上を向い

て歩こう」や、踊り「ソーラン節」も披露しまし

た。他にも生徒達による、けん玉、折り紙、ひら

がななどの日本文化紹介もしました。学校の生徒

や先生だけでなく、周りの地域住民も多く見学に

訪れ大盛況に終わりました。このスピーチコンテ

ス トを通して生徒達のモチベーションが高まり、

多くの地域住民の方たちも日本文化へ興味を持っ

てもらえたらと思います。

また、配属先の高校だけでなく、近くの小学校

何校かにも出張して、簡単な日本語の挨拶や文化

紹介をしています。そのような活動のせいか、道

を歩いていると、多くの人が 「KONNICHIWAl地

と日本語で挨拶してくれるようになりました。

彗・事を 本幸|ヂ

ー
ラ|え人



また、 日本語教師としての活動だけでなく、現

地人サーファーとアイタベサーフクラブを設立し

ました。この国は働き口が少なく、娯楽もほとん

どないため、若者たちがス トレスを発散できる場

所がなく、年々治安が悪くなってきています。そ

こで、サーフィンを通して若者たちが夢を持ち、

何かを学んでくれたらと思っています。しかし、

設立したばかりなので、サーフボー ドがなかなか

集まらず 日本やオース トラリアのサーフィン団体

に寄付を募っている状況です。

颯
この日本から遠く離れたパプアニューギニアで

人々と共に生活し日本語を教えることで、より多

くの人の視野が拡がり、人生が豊かになってほし

いと思いながら日々自分にできることを一所懸命

頑張つています。

日本に帰国したら教師になり、この貴重な 2年

間で学んだ事、感じた事を多くの生徒達に伝え、

生徒達の人生をより豊かなものになるようサポー

トしていきたいです。

■加藤康宏 (さ いたま市)

22年度 2次隊 サモア PCイ ンス トラクター

私はサモアのウエシリアナ中高等学校で生徒に

コンピュータを教えています。

サモアは大洋州に位置する島国で、人口20万人

程度のとても小さな国です。一年中常夏で、青い

空と豊かな熱帯雨林と、淡い水色やエメラル ドグ

リーンや蛍光の青色など様々な色味を見せる海に

囲まれています。このような豊かな自然と共に、

サモアの人々は時計の正確な時間にとらわれるこ

となく、ゆっくりゆっくりと生活をしています。

私が配属されているウエシリアナ中高等学校は

普通科と職業訓練科が併設されており、私は高校

1、 2,3年生と職業訓練科の上級生に対して授業

を受け持っています。

授業内容としては、主にコンピュータの基礎理

論 とマイ ク ロソ フ トオ フィス (Word,Excel,

Access,PowerPoint,Publisher)の 使用方法につ

いて教えています。

PowerPointの授業では、プレゼンテーション

のテーマを各自の村紹介とし、私は生徒に埼玉県

について紹介しました。生徒は皆、花火大会や埼

玉アリーナ、浦和レッズの写真に強い興味を示し

食いついてきました。私の学校にあるコンピュー

タは半数以上が 15年近くも前のものばかりで、今

の日本では考えられないような動作の遅さです。

日本ではすぐに買い換えてしまうかもしれません

が、サモアでは大切な動くコンピュータ達です。

何度も壊れては修理して大切に使用しています。

私が住んでいるサバイイ島サツパイテア村は、

村に小さな商店がほんの数軒ある程度のとても小

さな田舎の村です。道端には豚やニワトリが人と

一緒に歩いています。いつも私は豚を追いかけま

わしながらジョギングをしています。村人の生活

はとてもシンプルです。昼間は家事をしたリプラ

ンテーションでタロイモやココナッツを取ってき

たり、昼寝をしたりしてゆっくりと過ごし、午後

からバレーボール、ラグビーや水浴びをして楽し

み、夜はお茶を飲みながらテレビを見てまたゆっ

くりと過ごすといったものです。このサバイイ島

はついつい時間が止まってしまったのではないか

と錯覚してしまう時があるくらい静かな島です。

自動車の音もテレビの音も人の話し声も聞こえず、

風の音さえも止んでしまうそんな時があるくらい



です。一見何もないような島ですが、人々のやさ

しさと笑顔と、底抜けに愉快な踊 りと歌に溢れた

豊かな時間が流れる素敵な島です。

■山口聡美 (さ いたま市)

21年 3次隊 中国内蒙古 理学療法士

人との出会い

中国に来て 1年 2か月経った頃、重慶市で行わ

れた」ICA技術協カプロジェク ト「中国中西部地

区リハビリテーション人材養成プロジェクト」の

セミナーに参加しました。そこで、日本の国際医

療福祉大学の先生方に出会い、中国におけるリハ

ビリについて学会で発表することの重要性や配属

先での勉強会の実施方法などについてたくさんの

ご意見をいただきました。その後、配属先病院の

リハビリ科で勉強会を行い、 リハビリ評価の概念

の講義とリハビリ評価についてのアンケー ト調査

を実施。その結果を多くの人に知ってもらうため

に「北京国際リハビリテーションフォーラム」で

発表しました。

発表原稿を配属先の同僚と共に作成する過程で、

同僚達も以前行った勉強会の内容をより深く理解

してくれたようでした。話す機会も多くなり、 リ

ハビリや仕事について、人生の価値観について、

様々な話をしました。

忘れられないのは、「俺にも昔は情熱があった、

就職 1年 目の情熱は 2年 目に少し減 り、3年 目に

少し減 り、年々減って、今はこんな状態だよ」と

いう同僚の一言でした。

その頃、任地で医療保険改正があり、患者が激

減、1日 7～ 9名 の担当患者が 1～ 2名 となり、

何とも言えない日々でした。そのため、同僚の言

葉を聞いた時に、似た思いを抱いている人がこん

な近くにいたんだとの思いがこみ上げました。

発表は中国語で行いました。私のつたない中国

語にも参加者は真摯に耳を傾けてくれました。

学会の後 も同僚 と勉強会 を続 けています。

フォーラム参加をきっかけに、同僚の考えもよく

理解でき、信頼関係も深まったと感じています。

もうすく
゛
2年間の任期を終えて帰国することに

なります。赴任前は、外国に行って大きな仕事を

するんだと思っていました。現実は、世界の中の

1つ の国の、1つ の地域の、1つの病院の、1つ の

リハビリ科の、数人の同僚と関わる日々です。

ちっぽけな活動かもしれませんが、私はこれで

良かつた、 これがしたかったんだと思っています。

今、私の目の前で起こっていることは、2年間の

積み重ねで出来たものだと思えるからです。

■景山 誠 (さ いたま市)

23年度 3次隊 SV スリランカ 楽焼

コロンボで陶磁器を

10年ぶりに訪れたスリランカの発展は、私を大

変驚かせるものであった。首都コロンボのメイン

ス トリー ト、ゴールロー ドは、かつて交通渋滞が

ひどく、ゴミも沢山落ちていたし、横断歩道もまっ

たくなかったが、現在は、歩道が整備され、押し

ボタン式信号が設置され、一方通行化により渋滞

も解消されていた。ゴミの回収は、政府が民間企

業に委託し、清潔に整備されている。更にコロン

ボ市内を見渡すと、建設中のビルが多く、好調な

アジア経済を象徴しているようである。

コロンボの雑踏



授業風景

私の配属先は、コロンボ市内にある国立芸術大

学である。私は、この大学の陶磁器課に籍を置き、

陶磁器の製造技術を指導する予定である。始めに

職場を見学したところ、これから取 り組む課題を

把握することができた。全ての窯が壊れていて、

陶器を焼ける窯が 1つ も無かったので、窯の修理

が優先されると思われた。さて 2度 目のスリラン

カであるが、無理をせず、楽しむことを忘れずに

活動を行いたいと思う。

■小川暁子 (春 日部市)

22年度 1次隊 中国 理学療法士

中国のリハビリステーション病院で

こんにちは。中華人民共和国河北省唐山市のリ

ハビリステーション病院で理学療法士隊員として

活動しています。

2月 も終わり、こちらも寒さが緩んで活動しや

すくなってきました。といっても、夜はまだまだ

氷点下ですし、 日中でも2度 くらいの気温なので

すが、 1か月ほど前の、最高気温もプラスに届か

ないころに比べれば暖かく感じます。しかも、こ

ちら中国北部ではヌアンチという室内暖房システ

ムもきいていますし、衣服も寒さに対応している

ので、 日本の冬よりも過ごしやすく感じます。

私の活動しているカイルアンリハビリステー

ション病院は脳卒中や脊髄損傷で身体障害を負っ

た方たちが機能回復、 日常生活能力獲得のために

リハビリを受けに来る病院です。中国のリハビリ

は日本より30年遅れているといわれてお り、技

術指導としてこの病院に赴任しました。

実際に来て見て分かつたことは技術の問題だけ

でなく、地域全体のリハビリ認知度が低いこと、

医療制度が不十分で経済的な負担が大きいこと、

施設や医療者が足りないことなどの理由からリハ

ビリを受けられない人が多いということです。発

症後、長時間を経て病院に来る人も多く「基本的

なリハビリだけでも受けていれば・・Jそんな患

者さんを多く目にしてきました。そこで、「リハビ

リを必要としている全ての人たちにサービスが行

き渡ることを目標に掲げ、活動してきました。嬉

しいことに地域にリハビリを開設する病院も出始

め、開設の支援をしたり、地域の人に配るための

リハビリ冊子を作るなど、地域におけるリハビリ

普及活動に携わることができています。

中国のリハビリは日本の支援を多く受けて発展

してきたため、 日本のリハビリに対する信頼は篤

いです。初めて任地に来たとき感じた日本と中国

の違いは、仕事に対する姿勢。同僚の仕事中の態

度は、よく言えば患者さんに対しフレンドリーで、

仕事もゆったりした雰囲気。その一方で患者さん

に対する真剣さに欠け、与えられた仕事をやって

いるだけ。あまり向上心が見受けられない…。

このような状態で、臨床指導や勉強会への意欲

も低く、悩んだ時期もありました。それでも、積

極的に交流したり、自分が仕事に取 り組む姿勢を

見せたりする中で、少しずつ同僚にも変化が見 ら

れてきました。現在、患者さんを励ましながら、

アイディアのあるリハビリをしている同僚を見て

いると、自己満足かもしれませんがとても嬉しく

なります。これまで隊員が行ってきた勉強会も今

月から同僚が行ってくれるようになりました。



さて、そんな同僚、日本から来た私をとても良

く面倒を見てくれます。服はあるか ? 栄養は足

りている ? 買い物一人で行ける ? 本当にお母

さんみたいです。たまにお宅に行ってご馳走にな

ることも。

帰国まで半年を切 りましたが、同僚。近隣の人・

いろいろな人に支えられて活動が続けられている

ことに感謝しています。

■坂本実玲 (伊奈町)

22年度 2次隊 フィリピン 村落開発

レイテ島からの便り

フィリピンのレイテ州マタグ 。オブ町に来てか

ら今年 2月 末で 1年 4か月が過ぎました。配属先

の町役場が私に期待していたのは水牛の品種改良

とミルクのプロジェクト。そちらへの興味を失い

がちで勝手きままに行動する私に、初めて外国人

を受け入れた配属先は当惑気味でした。

そんな私が取 り組んでいるのが、農家の収入向

上策としてのカカオ栽培の普及です。

まずは苗の無料配布に

向けて 3,000本 の苗床の

管理をスター ト。配属先

は資金援助してくれまし

たが、提案者はここの住

人、ウィリーさん。普段

は工務店のおじちゃんで

すが、わたしのよき上司

かつパー トナー、そして

人生の先輩です。でも、

最初は 「この人を信じて大丈夫 ?」 と何度も疑い、

失礼な質問もたびたび。それを根気よく受け止め

てくれ、お互いのアイデアを足し合おうとしてく

れました。

毎日、問題はでてくるけど、このような人がい

るのといないとでは全然違うんだなあと実感して

います。

フィリピンにカカオが入ってきたのはスペイン

統治時代で、この町には特に多くのカカオが植え

られています。しかし世界中のカカオ生産者に共

通の悩みである虫害・病害は深刻で多くの人がカ

カオ生産を諦めてしまったそうです。

農薬や袋かけなどの手間と費用なしには生産は

難しいのです。ここで目にするカカオの多くは、

病気にかかった実がついたままだったり、小枝が

伸び放題で絡み合い、枯れかかっています。

私たちの 3,000本 の苗床も多事多難でした。虫・

かたつむり、謎のバクテリアによる被害。長雨、

土砂降りかと思うと連日のカンカン照り。新芽を

葛饉雖饗撃鰈藝
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食べてしまうヤギ、牛、鳥。大きくなった幹をス

パッと切 り落 とすネズミ。

それでもなぜカカオなのかというと、カカオは

近年、国内外で需要が高まり、商品価値が高まっ

たからです。やせ地で育ち、年間を通じて収穫が

あり、零細農家の直接的な収入向上に結びつきや

すいのです。

ここマタグ・オブ町の住民のほとんどは農業に

かかわって生計を立てています。米、ココナッツ、

生姜、マニラ麻。どの作物も価格低下で深刻です。

カカオはこれらの作物の間に植えるのに適する性

質があります。カカオ苗の配布は昨年 12月 から始

まり、2月 までに8,000本 が 52戸の農家に渡りま

した。この数字にウィリーさんはもちろん、私と

距離があつた配属先の町役場もニコニコ。

役場の空気もちょっと変わり始めています。「○

○さんがカカオやりたいって言っているけど、一

緒に農地調査に行こうかJと声を掛けてくれるよ

うになりました。

でも、私にはもやもやした気持ちがあります。

収穫に至るまでカカオに手を掛けられる農家は比

較的裕福な層に限られるのです。農作業をする人

を雇えたり、農薬や農具をさっと買える人達だけ

を手助けしているのではないかしらと。

そんなとき、ウガンダとザンビアで活動してい

るボランティア仲間や一村一品運動の研究者であ

る大学の先輩から助言をもらい、勇気づけられま

した。カカオ栽培は貧困層には向かない。代わり

に土地を借 りてあげたり、苗作 りに彼らを巻き込

んだり、できる工夫はあるはず。などなど。

カカオ栽培を希望した中産層の収入を確実に上

げる。これが第 1ステージの目標です。

そして貧しい人たちの収入策を諦めずに取り組

みます。もちろん配属先との関係も手放さずに。

I ユ 事
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■有山滋郎 (ふ じみ野市)

22年度 2次隊 ザンビア・農業土木

僕はザンビアの首都、ルサカにある短期大学、

Natural Resources Development College(D

Water Engineering Departmentで 講 師 を して

います。」ICAか らの要請通 り、授業と卒業論文

の指導を主に行っています。それに加え学生登録

や、学費の支払いの情報の管理などもしています。

ルサカにはきれいなショッピングモールやレス

トランがあり、場所によってはまるで先進国のよ

うです。少し細い道に入れば、舗装されていない

ぼこぼこの道、そしてその奥はコンパウンドと呼

ばれるスラムのような住宅街につながっています。

ルサカの大多数の住民はこのコンパウンドに住ん

でおり、水道、電気の無い生活を送っています。

富裕層と貧困層の格差が大きいのは事実ですが、

どちらも徐々に発展しています。たったの 1年半

の間に新しいショッピングモールができ、近所のコ

ンパウンドでは購入できる野菜の種類が増えました。

一方大学の学習環境は満足のいくものではあり

ません。インターネットは遅く、頻繁に接続が切

断してしまいます。図書館の書籍は 70年代、80

年代の本がほとんどです。椅子や机の不足、教室

の雨漏 り、紙、インク切れなども日常に起こって

います。授業風景の写真に背もたれの壊れた椅子

に二人で腰掛ける学生や、椅子すらなく棚に腰掛

けている学生が見えると思います。教科書も買え

ないためホワイ トボー トに書かれたことを皆きれ

いに書き写しています。

僕が学生だったときは空調の効いた図書館でパ

ソコンとインターネットと豊富な文献を使い快適

に勉強することができました。一つの説明でわか

らなければ、別の本、ウェブサイ トを調べ自分に

理解しやすい説明を探すことができました。そう

いったことがザンビアでは非常に難しく、講師の

書いたテキス トと自分のノー トしか教材がありま

せん。時には間違えた内容を暗記してしまったり、

授業中に聞き逃してしまった部分がどうしても理

解できなかったりするようです。ザンビアに来て

情報と学習環境の重要性を実感しました。

また、金銭的な問題も頻繁に起こります。コピー

ができなかった り、授業に必要な器具が買えな

かったりするのはまだよいほうで、学費を一学期

以上滞納する生徒もほぼ毎年数人はでてきます。

大学の職員としてそれを看過する訳にもいかず、

辛いですが支払いの催促をしたり、滞納を続けれ

ば停学処分を下さなければなりません。

そんな困難もありますが、学生はとても勉強熱

心です。深夜まで学生寮や、自由に使える教室で

勉強しているのをよく見かけますし、わからない

ことがあれば質問に来ます。春休み前に学生が自

宅で勉強用に練習問題をもらいに来たときにはと

でも驚きました。そんなザンビア人学生の力にで

きるだけなってやりたいと思いながら日々仕事を

しています。上の写真は授業の休憩時間にエクセ

ルを使つた降水量データの処理について質問に来

た学生です。彼らもいずれは卒業し、ザンビアの

発展に貢献してゆくことでしょう。コンパウンド

のインフラが整い、きれいなショッピングモール

を普通のザンビア人が当たり前のように使える時

代が来ることもそう遠 くはないのではないかと

思っています。
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夢かな った「視察の旅」

有山和子 (ふ じみ野市)

(22年度 2次隊 ザンビア・農業土木

有山滋郎さんの母)

昨年 11月 「視察の旅」に参加しました。私た

ち夫婦と2組のご家族の 6人の参加。育てる会の

青木さんの細やかな心づかいのお陰で、長～いフ

ライ トも何の心配もなく行ってこられました。と

はいえ、やはり遠かったです。

現地の飛行場では」ICA職員さん、隊員の2人が

迎えてくれ、」ICA事務所と大使公邸に案内して下

さいました。当日が任地校の卒業式で迎えに来ら

れなかった息子とは大使公邸での再会となりまし

た。大使からはザンビアの国情、日本との交友関

係、青年協力隊の活動が 40年 も続いてお り、高

い評価を受けていること等のお話をお聞きするこ

とができ、その後の旅にとても参考になりました。

私たちも息子の任地校での活動の見学を楽し

みにしていたのですが、諸事情で学校が休校 と

なった為、見学はかないませんでした。それでも

同僚の先生方にお会いしたり、お世話になったホ

ス トマザーの家でシマ (ト ウモロコシの粉でねっ

た主食)を ご馳走になったり、また息子と一緒に

買い物をし、料理を作ったりと、任地での生活ぶ

りもわかり安心できました。親子でこんなにゆっ

くり過ごせたこともとでも貴重な時間でした。

せっかくのアフリカ訪間でしたので他の隊員の

活動も是非見学させてほしいとお願いしていたと

ころ、快く受けていただき、スラムの中にある障

がい児のスペシャルスクールを訪問しました。私

達夫婦が日本でやっている障がい児・者の活動を

話 し、持参 した写真をみて貰い、隊員のKさ ん

(と ても信頼されていました)の 授業を見学しまし

た。子ども達のいい笑顔と楽しそうな雰囲気が印

象的でした。

また、村落開発普及員○さんにも2つ の村 (電

気、水道はありません)に案内してもらい活動の

様子を見せてもらいました。村の人達の日から「○

さん」という言葉が何度も出てきて、○さんが大

変信頼されている事が伝わってきました。村の人

たちから昼食 (も ちろんシマです)を ご馳走にな

り、女性達は手拍子で踊ってくれ、一人一人から

丁寧な挨拶を受け、村長さんの歓迎の言葉にただ

ただ感激でした。そして、いろいろなハプニング、

困難を抱えながら地道に取り組んできた○さんの

活動にも感動しました。

今回の旅では隊員の皆さんの地道な活動ぶりに

ふれ、現地の人たちから信頼され、また逆に現地

の人々に支えられながらこの活動が続いている事

を知 りました。ひとまわ り大きく成長させても

らった息子の元気な姿にも安心しました。私達夫

婦も息子と共に多くの事を学ばせていただきまし

た。この旅を企画し、私達を安全に案内してくだ

さった多くの方に感謝です。

●会報「國際青年」に

原稿・写真の提供のお願 い

会報「國際青年」を毎年 5月 および11月

に発行しており、原稿を募集しています。

●派遣される方については、派遣先での

活動の様子を原稿と写真でお寄せくだ

さい。「現地レポー ト」として、掲載さ

せていただきます。タイ トルを含め、

原稿の字数は最大で 600字程度で写真

は 2～ 3枚でお願いいたします。なお、

一言コメントでも結構です。

●留守家族の方 も、家族の思いなどを

メールや FAXでお寄せください。

●会員のみなさんも、「読者の声」や近況

そしてご意見をメールやFAXでお寄

せ下さい。



★家族連絡会
日時

主催

共催

場所

平成 24年 3月 3日 (土 )

独立行政法人国際協力機構

広尾センター (』CA地球ひろば)

青年海外協力隊埼玉県OB会
埼玉国際青年を育てる会

大宮ソニックシティ研修室 906

青年海外協力隊、シエア海外ボランティアとし

て派遣されている隊員の家族を対象に家族連絡会

が開催されました。家族会員 26名、OB隊員 22

名、来賓、主催者、共催者合わせて 8名の合計56

名が参力日しました。

隊員を支える各種の制度や現地の状況が説明さ

れ、当会の事業内容についても紹介が行われまし

た。また、20年度 1次隊に参加された本郷舞子さ

んか らボランティア活動の報告がありました。

ジャマイカでの貴重な体験が報告され、参加者は

熱心に聞いていました。その後、家族同士が情報

交換できるよう交流の場が設けられました。派遣

された地域別にグループが作られ、留守家族やO
B、 OG隊員たちとともに、活発な交流が行われ

ました。隊員を送 り出している家族の方々からは

心配の声も聞かれましたが、 OB、 OG隊員たち

の話を聞いて、隊員への応援と期待の気持ちを新

たにしていました。 (中島美都里)

★帰国隊員報告会
2011年 11月 20日 (日 )埼玉会館 7階会議室

晩秋の日曜午後、青年海外協力隊およびシエア

海外ボランティアの帰国隊員報告会が開催されま

した。

埼玉国際青年を育てる会の星野和央会長の挨拶

に続いて最初の報告者、今泉智子 (と しこ)さ ん

がマイクをもちました。

今泉さんは平成 20年度 4次隊員として 23年 3

月まで西アフリカのガーナで、情報処理技術の指

導をしてきました。

首都アクラか ら250キ ロの海沿いの町タコラ

ディの工業高校が配属先。全日制と定時制併せて

3,000人 の生徒でしたが、当初パソコンは 3台 し

かなく、満足に使えるのは 1台のみ。

黒板に書き込んで悪戦苦闘の授業でしたが、

」ICAの補助でプロジェクターが入つてからは生

徒たちの興味が高まりました。その後、関係先の

協力もあってパソコンも40台 になりました。

明るい表情でガーナでの苦労話を披露した今泉

さんには、参会者からも質問が集まりました。

次が 20年度 4次隊シニア隊員としてインドネ

シアに2年間滞在した比企紀和さん。

1万 7000も の島から成る同国でも4番 目の面

積 (日 本の本州の77%)の スラウェシ島の州都マ

カッサルで観光開発の仕事に携わりました。

インドネシアを訪れる日本人はほとんどがバリ

島観光客で、マカッサルについては資料すらない

のが実情です。行ってみたら人口127万人の大都

会なのでびっくり。香辛料の貿易港 として有名

だったそうで、この島にもっと観光客を呼び込も

うというものです。

州の文化観光局に配属されましたが、 日本人か

ら見たら、ここの人たちの仕事ぶりはあきれるば

かり。 8時から4時までが勤務時間ですが、実際

は 9時～ 2時なんです。

約束の時間も30分遅れは当たり前で、悪びれる

様子もなく、とがめられることもなし。いい加減

９
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なところはありますが、人々は温厚で人なつっこ

く、 日本人を尊敬しています。車やオー トバイは

9割以上が日本製です。

仕事の観光振興については、インフラ面からも

まだまだの感。停電は毎日2時間から8時間あり、

水道水はとても飲めない。鉄道はなく道路はほと

んど舗装されておらず、交通渋滞がひどい。

子供は 5～ 6人が普通で、貧しい人たちが多く、

貧困克服をしないと観光は成 り立ちにくいかもし

れません。しかし、魚介類や果物が豊富で、潜在

的観光資源は少なくないようです。

その候補たる島内各所の写真を紹介しながら比

企さんの話は続き、たちまち持ち時間が過ぎてし

まいました。

最後が 21年度 1次隊でベナンに派遣された保

健師の武田実奈さん。

ガーナに近く、面積は日本の 3分の 1、 人口880

万人のこの国は、伝統宗教のブーズー教が支配的

で、一夫多妻制も残っています。そのせいか子供

の数がとにかく多い。女性の地位が低く、自ら避

妊を言いだしにくいものも事実。

しかし、乳児死亡率や 5歳未満死亡率は日本の

何十倍という高さです。幼児のマラリア罹患率が

高く、貧困と無知が相まって、医療を施されない

まま亡くなってしまう。病気になる前が大事で、

疾患の予防の重要性を痛感しました。

配属先は保健センターという公共の病院でした

が、ここで働く人たちがすごい。定刻より2時間

遅れの出勤、その後、雑談と食事をしてから仕事

を始める。医療器具が床に落ちても、拾ってその

まま使う等々。怒 りがわいてきて口に出してしま

い、関係が悪くなった時期もありました。

でも、ベナンで暮らすうちに、自分の価値観で

他を評価するのはよくないと思うようになりまし

た。相手の文化や習慣、価値観を受け入れ、人と

のきずなを作ることの大切さ。雑談も意味があり、

遅刻についてもしかり。

これがわかったのは 1か月ほど休んだ時。みん

ながちゃんとやっててくれました。あっちも歩み

寄って くれていたんです。 (山田 洋)

日本の伝統的な楽器 「竿」の演奏活動をしてい

ます。「琴」のことですが、厳密には 「等」と書く

のが正しい呼称です。伝統的な古曲のほか、源氏

物語や百人一首などを題材にしたオリジナル曲の

弾き語り、また、現代曲や童謡など幅広く演奏し

ています。その場の雰囲気をご来場の皆さんと共

有できるのが何よりも楽しみです。 1年 に4回、

季節毎に演奏会を開催しています。興味のある方

は是非ご連絡ください。

一次回演奏会のお知らせ―

「等の響き」

●7月 7日  (Jヒ) 18:00-19:30
七夕のタベ 源氏物語に寄せて “六条御息所"

●11月 10日 (土) 14:30～16:00

秋の調べ 百人一首の世界 “風"

いずれも氷川の社文化館

●新会員の紹介 (33号発行以降入会の方)

平 野 嘉 仁 (り |1国 市) 木 村 定 平 (吉り|1市 )

安 室 龍 男 (さいたま市) 石 井 雅 士 (戸 田市)

櫻 井 健 一 (久喜市)  森 田 武 司 (さいたま市)

成 り|1勇 一 (久喜市)  清 水 俊 男 (さいたま市)

樋 口 幸 雄 (蓮田市)  種 村 真 弓 (入間市)

「竿」 中島美都里

０
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★小さなハートプロジェクト

隊 員支 援 のた め に 5万 円寄付

―ズィマ村南東部水源整備プロジェクトー

申請者 22年度 1次隊 カメルーン派遣

井上和彦 (草加市)

村に近い水源は雑草が生い茂り水は淀んで不潔

であるため、住民は朝夕 2回、起伏の激しい悪路

やジャングルの中の小道を片道 30分以上かけて、

水を汲みに行っている。しかもこの水汲みは女性

や子供の仕事であり、 1回に 10キ ロを優に超え

る量を運んでいる。このため近い水源の環境を整

備しフィルター作用のある簡易な貯水配水システ

ムを構築することで住民の生活改善を図りたいと

のこと。

電気の供給も不安定な陸の孤島に近いジャング

ルの中の村で、井上隊員は住民と同様の生活をし

ているため、水の確保は死活問題であることを実

感している。本来、水の供給は公共の事業である

が、カメルーンの国内事情からその実現は不可能

に近い。経費の一部を村民が負担し、村が提供で

きる資材や労働力を活用する。整備後は水管理委

員会を作 り住民の分担金で維持管理を行うとのこ

とであるので、事業費23万 円余の一部として、当

会では隊員支援積立金から5万円を寄付しました。

●小さなハー トプロジェク トとは、隊員が本来

業務の範囲を超えて現地の人達を支援する必要に

迫られたときのために、(社)協力隊を育てる会が

設けた、広範囲か ら寄付金を集める制度。」ICA

現地事務所長の推薦や、現地の人達に確実に寄付

金が届くことなどの条件をクリアした場合のみ対

《お知らせ》
(1)帰国隊員の特例採用 (33号以降)

埼玉県職員 1人、埼玉県教員 1人が採用されま

した。

(2)」ICA広尾センター (地球ひろば)の移転

昭和 43年青年海外協力隊の訓練所として開設

以来、平成 18年からは 「地球ひろばJと して、

青年海外協力隊の隊員は勿論、協力隊に関わる

全ての人にとって思い入れの深い」ICA広尾セ

ンターが、閣議決定を踏まえ、本年 9月 末をもっ

て閉鎖され、その機能をЛCA研究所ビル (新

宿区市谷本村町 105)内 に移転することとなり

ました。

(3)前 33号の裏表紙に掲載された絵のモデル、

21年度 1次隊大井聡美さん ∽日須市)が、東日

本大震災の際、市街地が壊滅した岩手県大槌町

(現職の町長も行方不明)で、図書館の再開に向

けて「青年海外協力協会」社会還元活動として

支援を行っている記事が、3月 11日 の朝日新聞

(埼玉県版)に掲載されました。

‐
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国際青年 33号を送付いただき幸甚に存じます。

家族に早速見せました。孫は私の弓を引く写真な

どに驚いておりました。

誌面の久保貴史さんの記事にはうなずいたり共

感したりと、同じような体験をした自分自身を重

ねていました。 (森 正弘さん)

■編集後記

スタッフや現地派遣のみなさんの理解のおかげ

で、「國際青年Jも だいぶ充実してきたと思ってい

ます。それは、ひとえに「埼玉国際青年を育てる

会Jの事業が活発になったおかげです。今 34号は

8通の現地レポー トや 2回の出前講座など普段に

は無いものです。

これからも青年海外協力隊やシエア海外ボラン

ティアそして留守家族のみなさんらから、積極的

に読んでもらえるような情報誌になれば嬉しい限

りです。 (高野直明)

。発 行 :埼玉国際青年を育てる会
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象となる。 (事務局)


